
「地域とともにある学校づくり」「地域とともにある学校づくり」
～学校評価等を活用した学校経営の～学校評価等を活用した学校経営の
充実～充実～

平成２４年１０月２５日平成２４年１０月２５日
高知県土佐市立高岡中学校高知県土佐市立高岡中学校

生徒数生徒数 ４６８名４６８名
学級数学級数 １７学級１７学級
教員数教員数 ３３名３３名
事務職員事務職員 ５名（土佐市事務支援室）５名（土佐市事務支援室）

高岡中学校の概要高岡中学校の概要



高岡中学校学校教育目標高岡中学校学校教育目標
優しさ・たくましさを身につけ、学び続優しさ・たくましさを身につけ、学び続

ける生徒の育成ける生徒の育成

高岡中学校の志高岡中学校の志
日本をリードする人材を育てよう日本をリードする人材を育てよう
((進むべき各分野で一流に進むべき各分野で一流に))

平成２０年度～２２年度前期

課題解決から出発した学校評価
～内部評価を活用した
教職員の意識の変革～



平成１９年度の本校の姿平成１９年度の本校の姿
全国不登校出現率調査全国不登校出現率調査全国学力学習状況調査全国学力学習状況調査

学テは国、県のやってること。

学テだけでは本当の学力は見えない。

不登校生徒は、担任しかわからない。

関係機関との連携は、仕事が増える。

教職員から教職員から返って返ってくる言葉くる言葉

意識・組織の弱さが見える



課題に陥った原因分析課題に陥った原因分析

１ 教師の意識の甘さ

●達成目標を持つ意識の甘さ

●検証を行う意識の甘さ

●見通しを持った仕事の進め方の甘さ

●地域・社会の求めるニーズが見えていない

２ 学校組織の弱さ

●教職員相互の力量を高め合う組織づくりの弱さ

●評価結果を生かしたビジョン策定の弱さ

●組織としての研究の弱さ

課題を解決するための考え方

個々の意識の変革
・正確な現状認識
・ゴール・イメージ
・ゴールに向かう創意工夫

全員で取り組む組織づくり
・目的の明確化、コンセンサスの共有
・課題対応型研究組織への改善

教職員の意識の変革と行動化

生徒の変容

PDCA
サイク
ルの考
え方で
意識・
行動を
変える



意識変革を図るため学校評価を活用

教職員への確認事項教職員への確認事項
データを基にした正確な現状認識データを基にした正確な現状認識

取り組み指標の明確化（数値化）取り組み指標の明確化（数値化）

検証できるデータの作成検証できるデータの作成

検証後、改善の手だてを考える検証後、改善の手だてを考える

各取組で、本校の課題解決に繋がる
ような明確な指標を定め学校評価と
して公表する。

学校組織に関する意識調査の中の「教職員個人」
に関するアンケートによる肯定的評価率で判断。
・肯定的評価８５％以上（Ａ）
・肯定的評価７０％以上（Ｂ）
・肯定的評価５５％以上（Ｃ）
・肯定的評価４０％以上（Ｄ）
・肯定的評価４０％未満（Ｅ）

２３年度は肯定的評価率６９％、否定
的評価率２％であった。

２４年度は肯定的評価率７２％以上
を目標とする。

○課題項目に対してワークシートを
活用した改善。
○コンセンサスを高めるための学
校改善プラン等の掲示物による意
識づけ。
○校内研修の推進

基盤づくり部が集計し、課題項目について
は教職員委改善アンケートを行う。。校内
自己評価委員会で考察。校長がグラフ
化。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

学校組織に関する意識調査の中の「教職員相互」
に関するアンケートによる肯定的評価率で判断。
・肯定的評価８５％以上（Ａ）
・肯定的評価７０％以上（Ｂ）
・肯定的評価５５％以上（Ｃ）
・肯定的評価４０％以上（Ｄ）
・肯定的評価４０％未満（Ｅ）

２３年度は肯定的評価率７８％、否定
的評価率３％であった。

２４年度は肯定的評価率８１％％以
上を目標とする。

○課題項目に対してワークシートを
活用した改善。
○コンセンサスを高めるための学
校改善プラン等の掲示物による意
識づけ。
○コミュニケーションを大切にした
職場環境づくり。

基盤づくり部が集計し、課題項目について
は教職員委改善アンケートを行う。。校内
自己評価委員会で考察。校長がグラフ
化。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

学校組織に関する意識調査の中の「校務分掌」に
関するアンケートによる肯定的評価率で判断。
・肯定的評価８５％以上（Ａ）
・肯定的評価７０％以上（Ｂ）
・肯定的評価５５％以上（Ｃ）
・肯定的評価４０％以上（Ｄ）
・肯定的評価４０％未満（Ｅ）

２３年度は肯定的評価率６５％、否定
的評価率１０％であった。

２４年度は肯定的評価率６８％％以
上を目標とする。

○課題項目に対してワークシートを
活用した改善。
○校務分掌の効率化・能率化の推
進。
○モチベーションを高める主任の活
用。

基盤づくり部が集計し、課題項目について
は教職員委改善アンケートを行う。。校内
自己評価委員会で考察。校長がグラフ
化。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

学校組織に関する意識調査の中の「学校評価シス
テム」に関するアンケートによる肯定的評価率で判
断。
・肯定的評価８５％以上（Ａ）
・肯定的評価７０％以上（Ｂ）
・肯定的評価５５％以上（Ｃ）
・肯定的評価４０％以上（Ｄ）
・肯定的評価４０％未満（Ｅ）

２３年度は肯定的評価率８６％、否定
的評価率１％であった。

２４年度は肯定的評価率８９％以上
を目標とする。

○課題項目に対してワークシートを
活用した改善。
○保護者への情報提供の工夫・改
善

基盤づくり部が集計し、課題項目について
は教職員委改善アンケートを行う。。校内
自己評価委員会で考察。校長がグラフ
化。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

学校関係者所見達成結果・考察具体的取り組み評価判断基準 達成指標

（教職員個人の意
識の変革）
教職員個人意識
を通して学校組織
活性化が行われ
ているか

（校務分掌組織の
活性化及び改善）
校務分掌意識を
通して学校組織
の活性化が行わ
れているか

分野
評価項目

次年度の方向
自己
評価

（教職員相互間の
連携向上）
教職員相互間意
識を通して学校組
織活性化が行わ
れているか

（学校評価システ
ムの推進）
学校評価システ
ムの意識を通して
学校組織の活性
化が行われてい
るか

項目
評価

７
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学校評価書



意識変革に効果の高かった取組

○学校組織アンケート及び改善シート
（学校評価の組織運営の項目で評価）
○学習規律の定着
（授業改善の項目で評価）
○学級育成プログラムの実施
（居場所のある学級づくりの項目で評価）
○生徒会活動の活性化
（自主活動の活性化の項目で評価）
○誇りに思える学校行事づくり
（魅力的な学校づくりで評価）

設　問　項　目
１そう

思う

２だい

たいそ

う思う

３どち

らとも

いえな

い

４あま

り思わ

ない

５思わ

ない

１，自分は、校務分掌に取組む際、前年度の反省を生かすように

している。（前年度の反省を生かした個の取組）

２，自分は、学校運営全体を考えて教育活動に取組んで
いる。（学校運営全体の意識）

３，自分は地域や保護者などの学校を取り巻く外部の存在を意識

して教育活動を行っている。（外部を意識した個人の取組）

４，教育活動の中で自分の個性や専門性を生かせるよう
な場面がよくある。（個の能力の発揮）

５．自分は、自らの教育活動を振り返り、課題を見出す機会を積

極的につくっている。（個人の教育活動の振り返り）

６，自ら目標を設定する際に、「学校教育目標や重点目標」を考

慮している。（ビジョンを考慮した個の目標）

７，自分の取り組みは、校内の教育活動全体に生かされ
ている。（個の取組の全体性）

教
員
個
人

学校組織に関する意識調査
記述

（意見等あれば書いてくださ
い）



学級育成プログラム（学級の雰囲気が変化）学級育成プログラム（学級の雰囲気が変化）

※※ＰＡ・・・ＰＡ・・・Project AdventureProject Adventure



生徒会活動の活性化（学校の雰囲気が変化）生徒会活動の活性化（学校の雰囲気が変化）

魅力的学校行事（学校の雰囲気が変化）魅力的学校行事（学校の雰囲気が変化）





 



取組の結果、課題が解消取組の結果、課題が解消

保護者、行政には、情
報の発信としてだけの
学校評価であった

課題解決を目指し、内部評
価を活用し学校経営の改善

課題解決のため、学校
評価を活用しPDCAサ

イクルで取り組む



平成２２年度後期～２４年度平成２２年度後期～２４年度

信頼される学校づくりをめざし信頼される学校づくりをめざし
た学校評価等の活用た学校評価等の活用

～地域貢献を目標に、生徒の活躍の～地域貢献を目標に、生徒の活躍の
場をつくる～場をつくる～

今までの取り組みの
継続と、地域に目を
向ける働きかけ

地域貢献に取り組
み、信頼を高める
働きかけ

信頼される学校を目指し、地域との関
係づくりで、更なる学校経営の充実



お互いがメリットのある関係づくりお互いがメリットのある関係づくり

お互いが高まり合う関係づくりお互いが高まり合う関係づくり

お互いが助け合える関係づくりお互いが助け合える関係づくり

そのためにはそのためには

お互いがニーズを知ることが大切お互いがニーズを知ることが大切

お互いが刺激し合う情報発信が大切お互いが刺激し合う情報発信が大切

お互いが助け合える場所の設定が大切お互いが助け合える場所の設定が大切

地域との関係づくりの考え方

本校と地域の相関関係とニーズ本校と地域の相関関係とニーズ

信頼される学校を目指すには、それぞれ信頼される学校を目指すには、それぞれ
のニーズに答えを出すことが必要。のニーズに答えを出すことが必要。

成績
進路

教育
成果

誇り
活躍

社会
マナー

取り組みで生徒が育ち、活躍の場が広取り組みで生徒が育ち、活躍の場が広
がる。学校のイメージアップにも。がる。学校のイメージアップにも。



• 学校関係者評価委員会での話し合い

• 文書やホームページで学校評価の発信

• 行政、OB会、PTA総会、小学校説明会等で学
校評価内容を中心にプレゼン。

• 市の広報誌を活用し宣伝。

• 地域・行政のキーパーソンとの雑談から
ニーズの収集

「待っていても情報は来ない！」
学校評価は地域と話の場を持つ効果的材料

生徒が活動する場が生まれる

美術部
部活動で作
成したエコ
カルタを見
た消防等か
ら制作依頼



科学実験部
企業にロボット製作
を相談したことから
連携に発展。放課後
子ども教室にも出前

吹奏楽部
２０年前の
部活発足時
の楽器寄付
から、地域
に恩返し



家庭科の授業
でトイレット
ペーパー入れ
を作成し、地
域に配ること
から発展。
土佐市主催の
エコカーニバ
ルに古着を
使った作品づ
くりの出店依
頼

学校行事
で保護者
との協働
を企画。
環境浄化
活動（ク
リーン・
カンペー
ン）



課課 題題
１１ 保護者に学校の姿を伝える難しさ保護者に学校の姿を伝える難しさ

・学校の壁の意識が強い・学校の壁の意識が強い

・保護者ニーズ（学校全体より、我が子）・保護者ニーズ（学校全体より、我が子）

２２ 地域への働きかけの難しさ地域への働きかけの難しさ

・地域ニーズ収集の場づくりの工夫の弱さ・地域ニーズ収集の場づくりの工夫の弱さ

・ニーズに応える取り組み時間の限度・ニーズに応える取り組み時間の限度

３３ 学校関係者評価委員の活用の弱さ学校関係者評価委員の活用の弱さ

・学校経営のパートナー、ブレーンとして相談で・学校経営のパートナー、ブレーンとして相談で
きていない校長の弱さきていない校長の弱さ

集権から分権の流れは教育界も同じ集権から分権の流れは教育界も同じ

で、行政ニーズだけでなく地域ニーズで、行政ニーズだけでなく地域ニーズ
にも応えながら、地域とともにある学校にも応えながら、地域とともにある学校
づくりが問われている。づくりが問われている。
高岡中学校は、あいさつ運動や地域高岡中学校は、あいさつ運動や地域
貢献などを通して、地域に信頼されると貢献などを通して、地域に信頼されると
同時に、コミュニティーの拠点となる学同時に、コミュニティーの拠点となる学
校を目指していく。校を目指していく。

今後の思い


	高岡中①.pdf
	高岡中　修正用.pdf

	高岡中②
	高岡中③

